
の
本
簡

。
墨
書
土
器
に
見
え
る

「
人
給
所
」
「
人
給
」
、
平
安
時
代
の
儀
式
書
に

見
え
る

「
人
給
屋
」
な
ど
と
も
あ
わ
せ
て
考
察
さ
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、

分
か
ち
書
き
の
左
側
の

「□
□
消
息
後
日
参
向
而
語
〔酪
均
Γ

い
う
文
言
か
ら
は
、

国
司
の
部
内
巡
行
と
の
関
わ
り
も
想
定
で
き
る
が
、
当
遺
跡
が
越
中
国
や
能
登

国
へ
と
む
か
う
交
通
の
要
衝
に
位
置
し
て
い
る
こ
と
を
踏
ま
え
る
と
、
こ
の
木

簡
の
移
動
が
、
果
た
し
て
、
加
賀
地
方
の
中
だ
け
で
完
結
す
る
も
の
な
の
か
は

判
断
が
難
し
い
。
こ
れ
ら
の
点
に
つ
い
て
、
今
後
考
え
を
深
め
て
い
く
必
要
が

あ
る
と
思
わ
れ
る
。

９
　
関
係
文
献

硼
石
川
県
埋
蔵
文
化
財
保
存
協
会

『
石
川
県
埋
蔵
文
化
財
保
存
協
会
年
報

工企

（
一
九
九
五
年
）

三
浦
純
夫

「
石
川
県
津
幡
町
加
茂
遺
跡
の
道
路
遺
構
」
翁
古
代
交
通
研
究
会
第

四
回
大
会
発
表
資
料
』

一
九
九
二
年
）

（８．‐
７
・９森
唯輔
知
敷
）

富
山

１
　
所
在
地
　
　
　
一昌
山
市
豊
日
本
町

２
　
調
査
期
間
　
　
一
九
九
五

（平
７
）
五
月
１
七
月

３
　
発
掘
機
関
　
　
一昌
山
市
教
育
委
員
会

４
　
調
査
担
当
者
　
堀
沢
祐

一

５
　
遺
跡
の
種
類
　
祭
祀
遺
跡

６
　
遺
跡
の
年
代
　
弥
生
時
代

・
古
墳
時
代

・
平
安
時
代

７
　
遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

豊
田
大
塚
遺
跡
は
、
富
山
市
の
中
心
部
か
ら
北
東
方
向
約
五
血
に
位
置
し
て

い
る
。
遺
跡
は
、
西
側
約

一
臨
を
流
れ
る
神
通
川
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
た
扇
状

地
の
中
に
あ
る
微
高
地
上
に
立

地
し
、
標
高
九
ｍ
を
測
る
。

豊
田
大
塚
遺
跡
の
調
査
は
、

店
舗
建
設
に
先
立
ち
、　
一
五
〇

〇
ポ
を
姑
象
と
し
て
実
施
し
た
。

調
査
の
結
果
、
弥
生
時
代
後

期
か
ら
古
墳
時
代
前
期
に
か
け

て
形
成
さ
れ
た
沼

・
湧
水
点
に

関
連
す
る
遺
構
と
平
安
時
代
の

聖主と
唱″よ

田た

大ヨ
塚宗
遺
跡

(富 山)
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濤
が
検
出
さ
れ
た
。

弥
生

・
古
墳
時
代
の
沼
跡
で
は
、
沼
肩
か
ら
約

一
ｍ
の
地
点
で
、
大
量
の
土

器
の

一
括
廃
棄
が
見
ら
れ
た
。
そ
の
中
に
は
、
朱
塗
土
器

。
手
づ
く
ね
土
器
が

含
ま
れ
て
お
り
、
水
辺
で
祭
祀
を
行
な

っ
て
い
た
こ
と
を
窺
わ
せ
る
。
ま
た
沼

一肩
の
西
側
の

一
部
が
大
き
く
え
ぐ
れ
て
お
り
、
地
下
水
が
湧
き
出
て
い
る
。
こ

こ
に
は
、
割
り
抜
き
井
戸

。
さ
ら
し
場
が
あ
り
、
そ
こ
へ
行
く
た
め
の
木
道
も

設
置
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
湧
水
点
の
東
側
に
も
、
祭
祀
に
使
用
さ
れ
た
と
思
わ

れ
る
土
器
の

一
括
廃
棄
が
あ
る
。

平
安
時
代
の
溝
は
、
沼
地
が
埋

っ
た
後
に
掘
ら
れ
た
も
の
で
、
沼
肩
か
ら

一

〇
ｍ
入
っ
た
と
こ
ろ
に
あ
る
。
溝
は
幅
約
三
ｍ
深
さ
約
人
Ｏ

釦
で
、
西
か
ら
東

に
や
や
カ
ー
ブ
し
な
が
ら
流
れ
て
い
る
。
こ
の
溝
か
ら
は
、
人
面
墨
書
土
器
二

点
、
木
製
人
形
四
点

（文
字
の
書
か
れ
た
人
形
を
含
む
）、
刀
形
木
製
品
な
ど
の
祭

祀
遺
物
が
出
土
し
た
。
ま
た
、
土
師
器
椀
の
底
部
に

「
×
」
と
書
か
れ
た
墨
書

土
器
も
あ
る
。

な
り
、
脚
部
の
表
現
が
な
く
、
下
端
が
尖
っ
て
い
る
。
胴
部
左
右
側
面
に
は
、

下
方
か
ら
切
り
込
み
が
あ
り
、
手
と
思
わ
れ
る
が
、
明
瞭
で
は
な
い
。

裏
面
の
文
字
は
、
「神
服

（か
み
は
と
り
）

某

」
と
い
う
人
物
名
と
推
定
し

て
い
る
。
人
形
は
、
機
を
祓
う
際
に
使
用
す
る
の
が

一
般
的
な
用
途
で
あ
る
の

で
、
そ
の
行
為
を
行
な
う
人
物
が
自
分
の
姓
名
を
記
し
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

な
お
、
釈
読
に
つ
い
て
は
、
立
命
館
大
学
本
郷
真
紹
氏
、
奈
良
国
立
文
化
財

研
究
所
館
野
和
己
氏
、
奈
良
大
学
水
野
正
好
氏
に
ご
教
示
い
た
だ
い
た
。

９
　
関
係
文
献

富
山
市
考
古
資
料
館

『富
山
市
考
古
資
料
館
報
』
二
九

（
一
九
九
五
年
）

（堀
沢
祐
一
）

一異

こ
の
よ
う
に
本
遺
跡
は
、
弥
生

・
古
墳

・
平
安
時
代
と
祭
祀
に
使
用
さ
れ
た
　
　
，

場
所
で
あ
っ
た
と
推
定
さ
れ
る
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
候

Ｓ
　
木
簡
の
釈
文

。
内
容

い

　

「神
服
小
年
賀
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
Ｐ『泉
中巽
Ｎ
冨

木
製
人
形
の
裏
面

（背
面
）
に
墨
書
さ
れ
て
い
る
。
表
面
に
は
、
眉

。
目
ｏ

口
な
ど
が
描
写
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
人
形
の
形
態
は
、　
一
般
的
な
も
の
と
は
異




